（別記様式１）

（用紙Ａ４）

	基 本 協 定 参 加 資 格 確 認 申 請 書

令和○○年○○月○○日

国土交通省
　中国地方整備局

　　倉吉河川国道事務所長　藤原　年生　殿


　　　　　　　　　　　　　　　住　　　　所


　　　　　　　　　　　　　　　会　 社 　名  ○○コンサルタント㈱


　　　　　　　　　　　　　　　代表者氏名
  令和6年2月5日付けで募集のありました「災害応急対策活動等（調査・測量等）に関する基本協定」に係る応募資格について確認されたく、下記の資料を添えて申請します。

　なお、予算決算及び会計令（昭和22年勅令第165号）第70条及び71条の規定に該当する者でないこと及び添付資料の内容については事実と相違ないことを誓約します。問い合わせ先は下記のとおりです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

　
１　基本協定締結説明書６．(1)②に定める技術者の資格等を記載した書面

　２　基本協定締結説明書６．(1)③に定める活動の実施体制を記載した書面
　３　基本協定締結説明書６．(1)④に定めるドローンの活用の可否を記載した書面

　４　基本協定締結説明書６．(1)⑤に定める官保有ＵＡＶ（全天候型）の
使用意思確認を記載した書面
問い合わせ先

　担当者　：　倉吉　太郎

　部　署　：　○○本店　○○部　○○課

　電話番号：　（代）○○○－○○○－○○○○　（内線　○○○）

              ＦＡＸ○○○－○○○－○○○○


	


	※以下は、押印を省略する場合のみ記載すること。
（連絡先は２つ以上記載すること）
本件責任者（会社名・部署名・氏名）：
担当者（会社名・部署名・氏名）：
連絡先１：○○○－○○○
連絡先２：○○○－○○○



注１）代表者印の押印を省略する場合は、本件責任者・担当者の氏名及び連絡先を
（連絡先は２つ以上）を明記してください。
（別記様式２）

技　術　者　の　資　格
　［記入例］ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　会社名：　　　　　　　　　　

	 技術者のeq \o\ad(\s\up10(（フリガナ）),氏名)
	  eq \o\ad(\s\up10(○○),○)　eq \o\ad(\s\up10(○○),○)  eq \o\ad(\s\up10(○○),○)  eq \o\ad(\s\up10(○○),○)
	 生年月日
	 昭和・平成
○○年○○月○○日

	 所 属 ・ 役 職
	 

	 保  有  資  格

	 技 術 士（部門：　　　　　　　分野：　　　　

　　　　　 登録番号：　　　　　　　・取得年月日：          ）

 ＲＣＣＭ（部門：　　　　　　　分野：　　　　

　　　　 　登録番号：　　　　　　　・取得年月日：          ）

 測 量 士　登録番号

 そ の 他（　　　                　　　　　　　　　　　　  )



	
	


・生年月日の欄については該当する元号を○で囲む
（別記様式３）　
活 動 の 実 施 体 制
　［記入例］ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　会社名：○○コンサルタント㈱

○本活動を管理する技術者

	技術者の氏名

	　○  ○  ○  ○

	在籍する本支店名

	○○コンサルタント㈱

　　　　　　　　○○支店

	在籍する本支店の住所
	　○○県　○○市　○○町　○丁目　○番

	
	


○本活動を担当する技術員

	技術員の氏名

	　○  ○  ○  ○

	在籍する本支店名

	○○コンサルタント㈱

　　　　　　　　○○支店

	在籍する本支店の住所

	　○○県　○○市　○○町　○丁目　○番


	
	


	技術員の氏名

	　○  ○  ○  ○

	在籍する本支店名

	○○コンサルタント㈱

　　　　　　　　○○支店

	在籍する本支店の住所
	　○○県　○○市　○○町　○丁目　○番

	
	


　※緊急時に速やかに対応できる技術員を記載すること。

○緊急時に準備できる作業員数

	○○人


※技術員、測量補助員以上
○ドローンの活用
　災害時にドローンを活用した撮影の可否および依頼から実働までの所要時間を記載願います。
	ドローンの活用
	       可     ・     否

	可能作業
　※Ａ～Ｅ作業の該当するものを記載すること。また、これ以外があれば記載すること。
	Ａ：斜め、鉛直静止画写真　Ｂ：動画
Ｃ：オルソ画像　Ｄ：３Ｄ画像（画像使用）　Ｅ：地表面の３次元データ（ﾚｰｻﾞｰﾌﾟﾛﾌｧｲﾗ使用）

	実働までの所要時間
	○○時間程度


※　所要時間は、倉吉河川国道河川事務所に持参できる時間を想定すること。
※　ドローンの活用の可否によって、協定締結に影響するものではありません。
（別記様式４）
『官保有ＵＡＶ（全天候型）の使用意思確認調査票』
　　　官保有ＵＡＶ（全天候型）の使用意思確認
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ↓ いずれかに『○』を記入。
	使用の意思がある

	

	使用の意思がない

	


　　【補足事項】
　　　①官保有ＵＡＶ（全天候型）の仕様について
　　　　UAVの各機器仕様については【別紙】のとおりです。
　　　　フライトコントローラーは下記を使用しております。
　　
　　　　　■機体用送信機 　　　DJI LightBridge2 ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾕﾆｯﾄ
　　　　　■ジンバル用送信機 　Futaba 14SG

　　　②官保有ＵＡＶ（全天候型）の保険について
　　　　保険については、官の費用負担により協力業者において加入していただく予定です。
　　　　また、使用にあたっては官の費用負担により、点検及び事前の操作訓練を実施して
　　　　いただくことを予定しています。
※官保有ＵＡＶ（全天候型）の使用意思確認によって、協定締結に影響するものでは
ありません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【別紙】
■機器仕様
１．機体本体
（１）形式　　　　　　　　マルチコプター型（遠隔操縦可、カメラ搭載、調整及び組立済

（２）ローター数　　　　　ローター数：8軸

（３）総重量　　　　　　　約13kg（本体、バッテリー、カメラ及びジンバル

（４）動力　　　　　　　　バッテリー容量：16,000mAh（Lipo Battery）
※発火、爆発を防止する機能有
（５）最大搭載重量　　　　3kg

（６）ホバリング精度　　　無風時かつGPS受信状態が良好である場合、水平及び垂直
±1mより良好
（７）最大傾斜角　　　　　Attiモード時35°の制御可能・フライトコントローラは、
地表への衝突を検知した際、モーターを自動停止する。
（８）最大飛行速度　　　　15m/s

（９）最大上昇速度　　　　上昇5m/s以上可能、下降4m/s以下に設定可能
（10）最大飛行時間　　　　20分以上(搭載物なし、無風時のホバリング可能時間)
　（11）動作環境温度　　　　動作環境：0℃～45℃
　　　　　　　　　　　　　　ただしバッテリー温度が5℃以下で始動させるとエラーにな
るため、低温環境ではバッテリーの保温や予熱が必要。

（12）瞬間最大風速　　　　瞬間最大風速15～20m/sまでの運用が可能
　　　　　　　　　　　　　※風向は一定で乱流がない条件下に限る。

※平均風速10m/s以下での運用を推奨する。

（13）飛行可能高度　　　　離陸位置からの相対高度差1,000mまでかつ、標高2,000m
まで運用可能。

（14）飛行制御システム　　フライトコントローラDJI社A3、IMU/GPSによる自律航行可
能。

（15）映像伝送範囲　　　　DJI Light Bridge2映像伝送装置見通し2000mにおいて、HD
画質の画像伝送可能。

※電波環境により大きく減少することがある。
（16）航空灯　　　　　　　・アーム端部下部及び胴体後方に視認用LEDを装備

・バッテリー電圧低下時のLED点滅による警告表示あり
（17）防水機能　　　　　  IPX6準拠

（18）テレメトリー　　　　次の項目について、機体情報を操縦者又は補助者はタブレッ
　　　　　　　　　　　　　ト等で確認可能。

　　　　　　　　　　　　　　・フライトモード表示（GNSS、IMU（非GNSS）、RTH）

　　　　　　　　　　　　　　・バッテリー電圧及び残量％表示に対応
　　　　　　　　　　　　　　・映像及び制御信号状態表示に両対応
　　　　　　　　　　　　　　・GNSS測位状態表示可能
　　　　　　　　　　　　　　・離陸位置からの相対高度表示対応
　　　　　　　　　　　　　　・離陸位置からの距離表示対応
　　　　　　　　　　　　　　・水平速度及び垂直速度表示対応
　　　　　　　　　　　　　　・フライト位置情報及び履歴表示対応
　　　　　　　　　　　　　　・機体の飛行姿勢、飛行方向を表示可能
(19)フライトモード等　　 次の機能を実装。

　　　　　　　　　　　　　　①自動帰還機能（RTH）

　　　　　　　　　　　　　　　操縦者の指示により自律的に離陸位置に帰還する機能

　　　　　　　　　　　　　　　なお、操縦者の指示にかかわらず制御用通信リンクが切断
された場合も本機能が動作するものとする。
自動帰還機能動作時の高度は任意に設定できるものとする。

　　　　　　　　　　　　　　②ウェイポイント制御機能

　　　　　　　　　　　　　　　地図上で指定された場所を設定した高度で自律的に離陸・飛
行・帰還するものとする。

　　　　　　　　　　　　　　③コースロック機能

　　　　　　　　　　　　　　　機体の向きにかかわらず、プリセットした方向を基準として
前後左右に操作できるものとする。

　　　　　　　　　　　　　　④ホームロック機能

　　　　　　　　　　　　　　　機体の向きにかかわらず、離陸場所を中心として遠近、右
回り左回りに操作できるものとする。

　　　　　　　　　　　　　　⑤１ローター停止時の冗長性確保機能

　　　　　　　　　　　　　　　機器障害により、上空で１ローター停止した場合において
も、安全に離陸位置まで帰還できる機能を有すること。

　　　　　　　　　　　　　　⑥エリアフェンス機能

　　　　　　　　　　　　　　　予め飛行範囲（離陸位置からの距離、高度）を設定できる
機能を有すること。

　　　　　　　　　　　　　　⑦緊急停止機能

　　　　　　　　　　　　　　　上空で異常事態が発生した場合、送信機からの指示により全
ローターを緊急停止できる機能を有すること。
２．カメラジンバル
（１）形式　　　　　　　　3軸（ピッチ、ロール、ヨー）物理制御
（２）操作可能範囲　　　　ピッチ：-90°～ ＋20°の範囲をカバーする
　　　　　　　　　　　　　パン軸：360°連続回転
チルト軸：+135°～ -90°(アップライトモード)、
              +90°～ -135°(吊下げモード/ペンライトモード)
ロール軸：±30°、360°連続回転(ロール 360 モード)

（３）最大制御速度　　　　パン軸：360°/s、チルト軸：360°/s、ロール軸：360°/s

角度ブレ核範囲：±0.02°
　（４）耐環境性能　　　　　防滴性を、外部アクリルカバーの装着により確保。

　（５）その他　　　　　　　操縦補助者の専用プロポによりチルト角制御が可能

３．カメラ
（１）形式　　　　　　　　Canon Powershot G3X デジタルカメラ

（２）周辺環境（温度）　　0℃～40℃

（３）耐環境性能　　　　　外部ハウジングにより防塵防滴性を確保する。

　（４）有効画素数　　　　　画素数約2020万(ハイビジョン画質以上)
（５）レンズ　　　　　　　光学25倍シャッタースピード、絞り、ISO感度が手動及び
自動で設定可能だが、遠隔操作はシャッターのみである。
（６）記録装置　　　　　　SD規格カード動画：最大Full HD解像度/60FPS(H264形式)
静止画はRAW形式の保存が可能
４．送信機
（１）仕様　　　　　　　　電波法準拠製品
（２）周波数・送信機出力　無線従事者資格不要かつ上空での使用が可能

　（３）制御可能範囲　　　　2,500mまでの通信制御可能
※電波環境により大きく減少することがある。

５．映像監視・テレメトリーデータ確認用タブレット等
（１）形式　　　　　　　　タブレット端末型式：iPad mini
（２）ディスプレイ　　　　7.9インチ

（３）バッテリー駆動時間　Wi-Fiでのインターネット利用：最大10時間
（４）周辺環境（温度）　　保管時（非動作時）温度：-20°～45°C
（動作時環境温度：0°～35°C）
（５）その他　　　　　　　・DJI製アプリGSPro及びDJI Goをインストール
・WiFiにて測位可能
　　　　　　　　　　　　　・外部映像出力は、送信機からの出力により対応
基本協定参加資格確認申請書提出時のチェックリスト
　基本協定参加資格確認申請書提出時には、本チェックリストにより提出書類が添付されていることを確認下さい。

□ 基本協定参加資格確認申請書（別記様式１）  →必須提出
技術者の資格・経験

□ 技術者の資格（別記様式２）           　　  →必須提出

□ 直接的かつ恒常的(３箇月以上)な雇用関係が確認できる資料

→（健康保険被保険者証等）　　　　　　　　　　　→必須提出
□ 技術者の資格を証明する書面の写し　　　　　→必須提出

活動の実施体制

□ 活動の実施体制（別記様式３）　→必須提出

ドローンの活用
· ドローンの活用の可否 (別記様式３）　→必須提出
官保有ＵＡＶ(全天候型)の使用意思確認
　　□ 官保有ＵＡＶ(全天候型)の使用意思確認調査票（別記様式４）　→必須提出
　これらの添付資料が未提出の場合は参加資格を認めない場合がありますので、ご注意下さい。
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